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１．外観パース（イメージ図）



敷地概要

計画地

計画建物概要

プロジェクトテーマ：広域消防としての新たな災害活動拠点の確立

面積表

県道草加流山線

県道足立越谷線

綾瀬川

神明稲荷通り

至
草
加

伝右川

まつばら綾瀬川公園

東武スカイツリーライン
（東武伊勢崎線）

至
獨
協
大
学
前

（
草
加
松
原
）

新草加消防署

現草加消防署

高度地区

所在地
敷地面積

区域区分
用途地域 第一種住居地域

市街化区域

４，９６２．４９㎡
草加市松江ニ丁目７０番２８

指定なし

　６０　％
２００　％

建蔽率
容積率
防火地域 指定なし（建築基準法第２２条区域）

前面道路の反対側より２０ｍ範囲適用、斜線勾配１．２５
（セットバックによる緩和あり）

道路斜線

隣地斜線 隣地境界線で地上２０ｍより斜線勾配１．２５

なし北側斜線
都市マスタープラン 新田東部地区、市の文化的な拠点

歴史、文化、伝統の景観ゾーン
景観計画区域

（国指定名勝「おくのほそ道の風景地　草加松原」）
４時間以上（５ｍ以内）／２．５時間以上（１０ｍ超）
なし

日影規制
絶対高さ

主要用途
消防法防火対象区分

耐火建築物
構造

基礎形式
規模
建築物の高さ
建築面積

延床面積
容積対象延床面積
建蔽率

容積率
駐車台数（来庁者用）

駐輪台数（来庁者用）

消防庁舎
１５項

耐火建築物
鉄筋コンクリート造　免震構造
杭基礎

地上４階
２１．９ｍ（屋上設備フェンスを含む）

小計

１階

２階

３階

４階

PH階

１.災害に強い庁舎

４.隊員の能力向上と
執務環境の確保

３.災害時の対策拠点

１５４０．１６㎡

４８３３．５８㎡
４３３７．２２㎡
３１．０３％

８７．４０％

４９台（１０台）

合計

安全・安心な強靭な施設

２３台（　６台）

防災・災害啓発
５.消防力の向上と

２.災害時の機能維持
（ＢＣＰ）

５階

３１．９６㎡

９１２．００㎡

９９６．２５㎡

９１２．００㎡

１１９９．８３㎡

４０５２．０４㎡

１１．９１㎡

１０７．８９㎡

１０８．６１㎡

６９．１４㎡

１４０．２０㎡

５４５．６４㎡

６０．６３㎡

８８．９２㎡

１４９．５５㎡

４７４７．２３㎡

１０７．８９㎡

防火・防災啓発
地域性の取り組み

警防本部を設置
構成市との連携の強化

快適な執務環境
訓練施設の充実

庁舎棟

必要最低限の業務継続

訓練棟Ａ 訓練棟Ｂ
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２．コンセプトシート



職員用バイク置場
職員用駐輪場

医療廃棄物庫
ゴミ庫

下部防火水槽

緊急車両出入口

草 加 消 防 署

３

１

６
５

４

２

凡例

・・緊急車両動線

・・来庁者車両動線
・・来庁者動線

来庁者用駐輪場

訓練棟Ｂ訓練棟Ａ

建物配置計画

庁舎棟は西側、訓練棟は北側に配置し、周辺への騒音及

び圧迫感を最小限に抑えた配置計画とします。訓練棟は

地域の実情を踏まえ、あらゆる災害に対する訓練を実施

できる複合型屋内外訓練棟及び一般住宅型訓練棟を配置

します。

来庁者、車両動線計画

庁舎棟の東側に面して主要となる出入口を設けるととも

に自転車や徒歩での来庁に配慮した計画とします。

一般車両の出入口を南側、緊急車両の出入口を北側に分

散することで、出入口の安全に配慮した計画とします。

景観への配慮

国指定名勝「おくのほそ道の風景地　草加松原」に対し

ては、景観に調和した明るく開放的な景観形成を促進し

ます。

出入口

ボンベ庫

危険物倉庫

自家給油設備

庁舎棟

庁舎用駐車場

来庁者エリア

災害対応・訓練エリア

Ｎ

草加消防署（消防局機能含む）建設実施設計（概要版）
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３．配置図・外構図
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４．庁舎棟　平面計画図１

凡例

　　

　　来庁者共用ゾーン

　　女性職員、隊員ゾーン

　　セキュリティーライン

　　男性職員、隊員ゾーン

　　災害対応ゾーン

　　全職員、隊員ゾーン

１階平面図 ２階平面図

Ｎ

あらゆる災害に対し迅速に対応

・庁舎棟東側に緊急車両を配置し、初動体制を考慮した機能を備え迅速に出動する体制を

　確立します。

・来庁者にわかりやすいエントランス空間

・庁舎棟南東側にエントランスを配置し、ピクトグラムなどを活用して来庁者の利便性に

　配慮した空間とします。

・近隣の公園を利用する子育て世代に配慮して、授乳室を設けます。

２４時間災害対応する職員の居住空間

・仮眠室、食堂、浴室などの生活空間を同一のフロアに設け隊員の利便性の向上と災害に

　備える体制づくりに配慮します。

・隊員に感染症が流行した場合に備え、仮眠室を個室化することで感染拡大を抑制し、業

　務を継続できる体制を確立します。

・女性隊員のスペースを設け、安心して働ける空間を創ります。

・隊員の体力向上をサポートする設備を充実させます。



WC１(W)

WC1(M)

草加消防署（消防局機能含む）建設実施設計（概要版）

４．庁舎棟　平面計画図２
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　　来庁者共用ゾーン

　　女性職員、隊員ゾーン

　　セキュリティーライン

　　男性職員、隊員ゾーン

セキュリティーライン

セキュリティーライン

　　災害対策ゾーン

　　全職員、隊員ゾーン

WC
(HDCP)

ELV

屋内訓練場 （兼）
本部

資機材庫２
階段２

Ｎ

４階平面図

消防団拠点エリア

・災害時に消防団の活動拠点となるよう消防団本部や資機材庫等の機能を備え、平時に消

　防団訓練・役員会議・研修等が行えるほかにも、多目的に活用できるように移動間仕切

　壁によって部屋の大きさを変えることができるしつらえとします。

会議室２

会議室１

会議室３会議室４

資機材庫１
廊下１

(１１人乗用）
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廊下２
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階段１

ELV

WC1(M)
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ｻｰﾊﾞｰ室

相談室１

相談室２

局長室

洗面

女子
ロッカー

室

階段２

男子ロッカー室

（日勤）

食堂
執務室

３階平面図

機能性の高い執務室

・執務室は間仕切りをなくして、大きな空間で構成し局内の連携をとれるように配慮しま

　す。また、レイアウト変更が容易なＯＡ・フロアとします。

・来庁者の多い課を南側に配置することでエレベーターから窓口までわかりやすい配置と

　します。

(１１人乗用）
廊下１

廊下２

倉庫１
倉庫２

廊下３

セキュリティーライン

セキュリティーライン
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草 加 消 防 署

ホースリフター

コンクリート打放補修の上防水型複層塗材

コンクリート打放ファンデーション塗装 コンクリート打放補修の上防水型複層塗材

コンクリート打放ファンデーション塗装

ホースリフター

コンクリート打放補修の上防水型複層塗材

コンクリート打放ファンデーション塗装

コンクリート打放補修の上防水型複層塗材

コンクリート打放ファンデーション塗装
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５．庁舎棟　立面図

東立面図 北立面図

西立面図 南立面図



　　凡例

草加消防署（消防局機能含む）建設実施設計（概要版）
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６．庁舎棟　断面図

　　女性職員、隊員ゾーン

　　男性職員、隊員ゾーン

　　免震ピット・免震装置

　　災害対応ゾーン

執務室

車庫

スライディングウォール

免震ﾋﾟｯﾄ

男子

車庫

廊下1

消防署事務室

廊下2 会議室4

倉庫1廊下2執務室

仮眠室 廊下3 階段3 廊下2 WC2(M）

廊下2 WC2(M）

免震ﾋﾟｯﾄ

階段１

階段１

階段１

階段１

廊下1

廊下1

廊下1

リネン庫 仮眠室 仮眠室 仮眠室 仮眠室 仮眠室 仮眠室

食堂
（日勤）ロッカー室

　　来庁者共用ゾーン

　　全職員、隊員ゾーン

　　災害対策ゾーン

資材倉庫1屋内訓練場

・災害防災対策拠点として免震装置を整備します。

会議室1屋内訓練場
会議室2
（兼）
本部

・執務環境を保つため、階高を３．８ｍとし経済的な構造スパンとします。



　　都市型救助訓練エリア

都市型ロープレスキュー応用２、鉄塔、立坑

などの都市型救助を取得する訓練エリアを整

備します。

都市型ロープレスキュー応用１、ＣＳＲＭ、

トレンチレスキューを習得する訓練エリアを

整備します。

都市型ロープレスキュー基礎を習得する訓練

エリアを整備します。

Ｎ

救助ボート格納庫

鉄塔訓練用鋼材

訓練用鋼材
ロープレスキュー

立抗
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１階平面図
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凡例

　　都市型ロープレスキュー訓練エリア
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７．訓練棟Ａ　平面図１
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凡例凡例凡例凡例凡例凡例凡例

　　着脱パネル　　着脱パネル　　着脱パネル　　着脱パネル　　着脱パネル　　着脱パネル　　着脱パネル
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凡例

　　着脱パネル

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、防水型複層塗材Eﾌｯｿ樹脂上塗り

屋外鉄骨階段

訓練用鉄骨ゲート

訓練用可動式ブラケット

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、防水型複層塗材Eﾌｯｿ樹脂上塗り

訓練用鉄骨

訓練用可動式ブラケット

着脱パネル

着脱パネル

訓練用鉄骨

草加消防署（消防局機能含む）建設実施設計（概要版）
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８．訓練棟Ａ　立面図
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凡例

　　都市型ロープレスキュー訓練エリア

　　都市型救助訓練エリア

　　雑居ビルエリア

　　ファミリータイプ共同住宅エリア

　　ワンルームタイプ共同住宅エリア

草加消防署（消防局機能含む）建設実施設計（概要版）
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９．訓練棟Ａ　断面図



　を採用することにより、様々な場面を作れると共に、市民も消火訓練・救出訓練が

　できる体験型訓練棟を整備します。

　一般住宅は間仕切壁・柱を可動式にしているほか、壁・開口部の一部に着脱パネル
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凡例

　　着脱パネル

草加消防署（消防局機能含む）建設実施設計（概要版）
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１０．訓練棟Ｂ　平面図
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凡例

　　着脱パネル

草加消防署（消防局機能含む）建設実施設計（概要版）
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１１．訓練棟Ｂ　立面、断面図


